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ご挨拶 
 

 

日本は現在、予防医学の目覚ましい進歩と保健衛生の改善、そして近年に

おいてインフルエンザなどの大きな流行がなかったことで、世界一の長寿大

国となりました。世界で最も早く超高齢社会に突入しました。我が国の医療

はますます進歩し、男女とも寿命はさらに延びる可能性があるなかで、この

急速な高齢化による平均寿命の延びに健康寿命が追いつかない実情を踏ま

え、多くの障害を抱えながら暮らす高齢者が増えていることが大きな医療問

題となっております。  

 

 そのため、今後、来たる在宅要介護超高齢社会を迎える流れから歯学と医

学の医療連携がより一層必要になると考えられます。安全な歯科医療、高齢

者の口腔保健を提供するために、専門性の高い技術とともに医療の安全に関

する基本的知識を確実に習得していることが不可欠となります。  

 

 日常臨床現場において、“ヒヤリ”や“ハッ”とすることは少なくありま

せん。いわゆるインシデント（偶発事象、ニアミス）から、偶然または不慮

による患者に障害・損害がすでに発生しているアクシデント（医療事故）が

あります。そして、インシデント、アクシデントに繋がるリスク要因は、一

歩進んで､更に生命の存続に関わる、より重篤な危機「クライシス（重大局

面）」に繋がります。クライシスは、要因が人的か非人的かで「トリートメ

ント・クライシス」と「ヒューマン・クライシス」の 2つに大別して考えら

れます。  

 

歯科医は治療過程で起こりえるどのクライシスにも繋がりかねないリス

ク要因を排除し、クライシスを未然に防ぐための対策や個々の対応を有機的

に連結させ、緊急時に医療スタッフを適切にマネージメントできることが大

変重要なことと位置づけております。  

 

本会は、第一に良質な口腔医療を提供できる、他科とも医療連携を図るこ

とができる、確実なリスクマネージメントができる人材を育成すること、第

二に医療不信･医療トラブルを回避するための具体的な学術情報交流・研鑽

の場を構築することを目的としております。宜しくお願い申し上げます。  

 

 

 

日本口腔医療安全学会 

理事長 高橋常男 

（前 神奈川歯科大学大学院 教授） 
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開催趣意書 

拝啓 

貴社におかれましては、ますますご繁栄のこととお慶び申し上げます。 

本会は、国民には安全・安心で良質の歯科医療を提供すべく医療安全に関係する最新情報

をソフト･ハードの両面から深く習得し、学術研鑽できる場として、平成 26 年新春に産声

を上げました。リスク管理は医療スタッフが一致団結してチームとして取り組むことが重

要です。そのため本会の講演は、歯科医師はもとより医療スタッフに対しても有用な実務

的情報を発信し、明日からの臨床にすぐに役立つ内容としています。 

 平成 28 年 11 月 27 日（日）に開催いたします日本口腔医療安全学会第 3 回学術講演会

では、医療安全管理に造詣の深い神奈川歯科大学大学院 麻酔科学講座 教授 吉田和市先生

をお招きし、「歯科医療現場で遭遇する患者の急変時対応」のテーマで、下記にありますよう

に生体変化を見逃さない新たなアプローチの手法の獲得を目指してご講演・実習指導をし

ていただきます。 

 

何卒、本学会の趣旨をお理解賜り、賛助・展示のご協力をお願い申し上げます。 

末筆にておそれいりますが、貴社の益々のご発展とご繁栄を心よりお祈り申し上げます。 

 

敬具 

                                               

１０：３０－１２：００ 

講演「摂食嚥下時のバイタルサインの変動に対する緊急対応の心得」 

-“医療安全の基本的な考え方と、”いざ“というときのバイタルサインの診かた”- 

講師:吉田和市先生      

神奈川歯科大学大学院 

麻酔科学講座 教授 

 

１２：００－１３：００ ランチョンセミナー 

展示出展した業者様による製品紹介など 

 

１３：００－１５：００ 生体モニター実習  

 （指導：同講座 今泉うの講師） 

体位・吸引法・患者体調・院内環境等々による生体変化を実感する 

  

 

日本口腔医療安全学会第3回学術講演会 

実行委員長 鈴木幸江 

 神奈川歯科大学短期大学部 

歯科衛生士学科 教授 
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賛助・展示・広告のご案内 

企業名：                        

担当者氏名：                      

連絡先：                        

電話       Fax        メールアドレス             

 

＊下記のご希望欄に○印をしてください。 

●賛助金：希 望 10.000円（ひと口以上） 

●展示料：50.000円（1テーブル 180×60 cm） 

展  示：   希 望  テーブル数：    ケ 

電源     必要あり  ・  必要なし 

企業説明：   希 望   ・  希望しない 

広  告：   希 望   ・  希望しない 

Ａ４サイズ 1ページ 30.000円 1／2ページ 15.000円  

    

＊上記ご希望の場合は、10月 22 日（土）までに FAXにて下記係りまでご返送下 

さいますようお願い致します。 

展示料、広告料の申し込みは、10 月 26 日（月）までにお願い致します。 

問い合わせは、下記担当者までご連絡をお願い致します。 

＊展示の時間：平成 28年 11月 27日（日）10:00-14:00 

当日午前 9時半より展示・搬入、搬出は 13:30から可能です。 

＊駐車場、搬入方法、電源等々、詳細については個々で対応をさせて頂きたく存じ

ます。尚、展示場所につきましては、実行委員会で決めさせていただきますので、

御了承くださいますようお願い申し上げます。 

 

申込み先･問合わせ先         

第 3回学術講演会実行委員長 鈴木幸江 

神奈川歯科大学短期大学部 教授 

Mail：suzuki@kdu.ac.jp FAX:045-713-513（高橋） 

 

振込先 

口座名：日本口腔医療安全学会 第３回学術講演会 理事長 高橋常男 

銀行 ：三菱東京 UFJ銀行 店番号 ：４８０ 口座番号 ：(普)４３９６６０５         

  

mailto:suzuki@kdu.ac.jp

